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岐蕪県土岐簿北部ウラン鉱鎌触域締近におけ為

　　　　　地震探査についで

東濃地域の物理探査　第童報一一
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昭和37年鴛月カー一ボー一ン班によ勢土岐地区ウラン鉱床

が発箆され，昭和38年度1こは闇地域に，地震傑査・電気

探査・電気および放射能検層などが実施された．ごれら

の物理探査は，それぞれウラン鉱床の研究，探査を腿的

として行なわれたものである。それぞれの報告は桝東濃

地域ぬ物理探査　第○報シとして逐次発表の予定であ発），

撒の報告はその第蓬報として昭和紹年農に行なつた地震

探査のみについての取りまとめを行なつたものである．

皇。緒　欝

昭和綿年度地質調査所核原料資源調査研究計薗に基づ

鑑岐阜県土岐市北部ウラン鉱床地域付近において類折
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岐阜妻1鮫酸北部シ鯵ン鉱床地域盤近齢おける地震探灘について（平沢　溝）

法による地震探査を実施した．本地域のウラン鉱床は昭

和騨年鴛月に発兇麟僕．，昭和38年には地質鉱床調査・層

位学的調査・試錐・鳶気探査・地化学傑査などが実施さ

れている．地震探査も甑れから総合調査の一環として計

灘『実施さ津したものである．

　本調査に参加した研究員および調査作業の経過は次の

ようである，

　調査員

　物理探査部　平沢清・小谷良隆・細野武勇・伊藤公

　　　　　　　介
　　技術部測量課　宮沢芳紀

　　明治建設興業株式会制地質部　八木沢孝哉

　作業経過

　　昭和38彗講月　調査地城予察および岩右試料採取

　　　　　　　　（平沢〉

　　昭和認年β月　測線設定および爆発孔掘さく位置選

　　　　　　　定（平沢・宮沢）

　　昭和認年難脚駕月　爆発孔掘さく（明治建貨興業株

　　　　　　　　式会社）

　　昭和認年葺月　測点設定測量（宮沢〉

　　昭和39年葱月　水準測量（宮沢）

　　昭和3鮪講一鴛月　地震探査（平沢僚3名および八

　　　　　　　　木沢〉

　　昭和鍵年露酬盛月　解析および結果の取墾憲とめ

　　　　　　　　（平沢・伊藤）

　謝辞

　本調査実施に当賛土岐市役所（二欝安徳市長）の各位

に多大な協力を受けた．就中，山本経済部長・酒井商工

諜長補佐はじめ同課加藤氏・聡川氏他の各位は連霞現地

に出動され，鷹接市民との連絡その他に轟られた．

　多治見警察署（杉霞盛哉署長〉および同署ニヒ岐警部派

出所の警察官各位轍は，観測の際の道路交通規制につい

て応援を賜つた．

　本報文執筆に当り，この調査駕協力された鵜れら各位

に深く感謝する次第である．

繋，地灘探蒼巽施の鷺義

本地域の地質は先第三紀ぴ）花醐岩を基盤とし，＿れを

覆って発達する中新世の土岐爽炭屡および瑞浪層群から

なつている．花髄岩は調査地域の東部・西部および北部

の丘陵性台地に露出しており，北部では膿れを覆つて含

化石砂岩・泥岩・頁岩などからなる瑞浪層群が露出して

いる．土岐川流域平野ではさらにその上部を薄い神積層

で覆われている．

　花醐岩は土岐川流域平野檸も基盤として発達し，レか

も一般に南に深度を増覧、てい燈．

　一方，現在塞での研究によれば，本地城の慶ラン鉱床は

おもに第三紀鱒基底部に発達するようであ塾，入形峠鉱

床と岡様堆積型鉱床と見られている．堆積型鉱床の場合．

入形峠鵜見られ恐よらに鉱床は花嶺岩の古地形に支配鎌

れる揚含が多い．すなオち花醐岩の古地形上の谷沢・溝

沼など凹部に鉱床が形成される揚合が多いことが成因的

の見地からも堆積型ζ〉ラン鉱床の通説とな！〕つつある．

　本地域の慶ラン鉱床には窟だこのような構造規制に今

いての法則性は認められていないが，今回の地震探査は

…応そのような鉱床成因論を肯定したうえで，調査地域

の東部・西部および北部に露出する花崩岩類の平野下に

おける深度ならびに形状を確認し，鉱床形成の町能性が

期待できるか否かを究明する凱とを主髭1的と勤、て実施し

たものである．

　本地域ウラン鉱床¢）範闇・規模・成霞など地質鉱床学

、ll二の実態が必ずしも把握されたとはいえない現段階で，

このような濁的で地震探査を実施することは，い婁さか

時期尚早の感がないでもない．しかしながら，もし鉱床

が平野下部にも延畏している凱とが地質鉱床学的に期

待され，探鉱が進められるようになつノ場合1こ，一つの

手懸i触して本調査結果が役立つであろう．一方，探鉱

の手順や時間的要素などもあわせ考えると，将来の必要

性を二奪期レつつ，ウラジ鉱床の地質鉱床学、Lの究明と併

行Lて，一歩を先ん鴛て平野部に地震探査を実施して基

盤構造を把握しておく菰とは，本地域のウラン探査上に

重要な意義を持つものである．

藩．測線の設：醗

　地震探査を予定した地域は国鉄申央本線にも近く，市

街地周辺地域で聚落・道路なども交錯し，そのため調査

器材の運搬など交通には便であるが，測線の設定にはか

な塗の苦心を払つた．とくに土岐市は窯業を主産業とし

てお勢，調査地域内にも陶磁器生産のカマドが林立する

ため，爆発孔の設定に当つて胤れら窯業設備に対し爆発

による被害を生ずることのないよう充分配慮した。

　第薫測線は東四両花崩岩丘陵地域を結ぶ平野下ゆ基盤

構造を究明するため，第2図に示すよう鵜N7ゲ鷺方1禽／

に約難、3茎轍にわたつて設定L，測線上に4カ所の爆発

点を設けた．測線西端の第置爆発点（以下爆発点は単に

三。羅のように記す．〉は花崩岩中に，東端のWは花騰

岩の丘陵を過ぎてさらに東の第三紀層中に，申間の叢・

罵は沖積平野の水ぼ沖に設定した．

　第驚測線は北部丘陵地に露出する瑞浪層群と第三測線

の平野部におけ鵜瑞浪層群おの関連，平野部と難陵地に

瓢一く毒鱒〉
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穂質調覆漸繕報　（第孫巻　第嚢滞）

おける墓盤岩類の深度の推移などを探査するため，欝に

おいて第叢測線とほぼ直交するN茎鰐W方1鵜に約薗、藪凱

説）幾さに設定した．爆発点は灘線最北端紅vを設け，南

部は第ま測線の撲を共遍使用するよう設定した．

　Lたがつて測線は計慧測線，総延長は約4・残凱であ

る．

　本来，国鉄中央本練北部の平野下の構造を究明しよう

とするには，ごれら2測線では不充分で，少録くともさ

らに難付近で第蕊測線と薩交するような測線が必要であ

蕎が，限られた予算・調査期闘では実施が危叢れたので

割愛し無．

　これらの測線の行政、Lの位置は，土破市泉町久尻・大

欝・定林寺樽響合地内であ墾，第蓋湖線は中央本線と約

鎌糠の閥隔をおいて簸ぼ平行している．

墨．講沓の力法および経懸

　調査はすべて灘折法瓢よった、、受振点間隔は探査せん

とする花醐燐グ）湛1凸が小窺模のもグ）であることを予想

L，20難問隔とレた．受振点間隔については入形峠地域

の探査において始め蒲窺澗隔を採用してきたが，観測回

数が増加し，爆発説が破損するため遠距離受振に不適で

あ参，そのため黛○瓢間隔難変更してきたが，鵯の種の探

査鑓的では悸業能灘や経費の点を灘えると…応妥当な闘

1覇であろうと灘える．

　爆発孔は第蓋測線の三一Wにそれぞれ2孔ずつ，第2

測線のVに蓬孔計攣孔深度それぞれ30撒に掘さくした．

掘慰くはすべて明治建設興業株式会社に請負わせた．第

3図に同社から提出された熱爆発孔の岩質柱状図を示

す．

　観測に用いた器械は鷺，学．L製M－3型懇成分地震

探鉱器！式であ塾，受振器は猟S製低周波受振羅である．

　第蓋測線については測線上に黛カ所で入家密集地帯を

横切つてお！）叢つたく観測不可能な地域があつた．これ

らの地域は観測を省略し，第！表に示すようなスプレッ

ドに分割して観測した．当初計画では測線全域にわたつ

て工一Wの濃カ所の爆発点からの爆発を観測する予定

であつたが，本調盗以前に行なわれた試錐および電気探

査結果からみて，求める基盤深度はせいぜい鎗0一篶○

鵜程度と予想され，測線全城について4点爆発による観

測は行なう必要がないことがわか勢，窪たこのように受

振闘離を長くとると蕊回の爆発に要する火薬量も増大し．

窯業に対し危害を及ぼす可能性も考えられるので，最大

受振瓶離を2，200撚程度とし，それ以上の遠距離スプレ

ッドに対する爆発は取9止めた、第激表にスプレッド分

割，当該スプレッド紅対する爆発点からの距離および火

薬量などの観測要領を示した．
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　第鷺測線は3スプレッ糧こ分け，全測線とも羅・V婿）

馨点爆発とした．第2表に第濤測線の観測要領を示㌧た．

　以上のように両測線あわせて27匝1の爆発を行ない，第

翌測線で瓢葉，第盤測線で轄葉の記録を得た．これらの

記録において初動受振状態はいずれも良好で走縛の読取

夢の個入誤差は離，倉（鴻総鳶以内である．

2薦蹄○

　揮薦農

　2．蕊

嚢（ル磁β80

4．5

W燃癒戴熱還銚蝋は今回は省略した。

　地表付近低速度層の厚さを計算するためのいわゆる

　　　　　　　　　　　　　　　　　この理由は，爆

発孔柱状図によればW繍癒総癒翼熱欝がごく薄く，

測線の大部分が平坦な蚤磁域であ夢　Wε紬顧笠閣熱yα

の厚さの急激な変化が少ないこと，W戯慕輔璽簸碗を

行なうに適当な揚所がなかったことなどである。走時曲

講一く難縫）



鮫阜県土岐市北部ヴラン鉱床鰭域欝近における地震探査について（単訳　濤〉

灘瓢潔一一一一一…癒釘一…一一曙懇
　㎜『一一㎜一『〔　　　　　　　　　｝｝『㎜贈マ触自㎜『‘　　｝繭｝　　rTαら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難醗卜
二名oゴ 　　葛QQO　．、、C｝歴鼻

　．．風畑艇メ寮知一
．黛：　補＿隔．閉．、隔

＿隔．．

喬⇔蒼評瓢越一レ
輝
1鱗

卜

＄鵜

。誉遂灘磁巡撫癩瓢』漁、黙
　　　　　　　　　　　　残趣冨ん

灘1

へ臼

w

フ5　　80　　8S　　90
繭｛偏4＿蝋島　一一

［｝｛

⑤
ヤ＼＼、

姦騰o駒勲c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　欺
雛」璽瓶上」一」繋鳳』1璽欝塒鯉』2。○

＿『警∵＿噸／　自風呼
　　　㊦　　　　　　　㈱帥無欝，　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し一→○⇔

○し鰹』犯£轡晒

議i晦麟線およぴ解析図

線、ヒでもその影響は一部の丘陵地域を除いてはほとんど

問題にならない．

轟．　走時曲線鐙灘禦

　第魂図および第7図に第工測線および第2測線の走時

曲線をそれぞれの解析図と、ともに示した．解析結果は次

章に述べる鵡撫とし，解析に先立つて走時曲線に・，）いて

定性的に考察してみる．

　第叢測線（第4図）

　第i測線の走時曲線について考察すると次のようであ

る．

　α〉鷺および灘からの走時に窯，鷺○麟鋤C程度の速度

を持っ走時が見られ，これらよ塾速い速度を持つ走時曲

線との折点は明瞭で，かつ両者の速度差も顕著である燃

とが考察される．

　（雛〉　葱およびWからの走時曲線は地形による鋤凸が顕

著であるが，傾向的には2，鱒○椥2，菊o鵬／駅に相当する

部分はまつたく見られず，羅および灘の溝時1撫線で下層

の速度鵜相当す燃速度の曲線が直接あらわれている．

（1き〉次に，譲，泌○一雛，熱○瓢／獣の速度の走時曲線以外

の走時噸線について検討する、これらは見掛けの速度と

しては巨視的にみると，第6図紅示すように3，蕪○○酬

3，難○○瑠灘を示す一群な，難，翻）一7，憩翫篇／耀を示す

一群に分けられるが瀞裏，これら驚群の見掛け速度から，

必ずレもこれらに対応する慧つの速度層が分布するとは

推定レ難い、、

　㈲　例えば第嚢図1ζ見与れ馨ように（恥なる地下構造

がある揚合2点を爆発点とすると〔Aンのように全くかけ

離れた露群の胤掛け速度を示す走時曲線が得られ鵜が，

この走時細線は他の資料（無の爆発点から韓走時曲線〉

がなければ水平難層構造と解釈して〔qなる地下構造を

算出するのが最も一般的であ警，はじめの仮定郎姥は

憲つたく異なつた構造となる．

　⑥　蔦の測線の走時曲線において灘，全くかけ離恵、た

見掛け速度を示す濤群の走時曲線が実は全く同一遠度層

濾わ　第感図では瀧時曲線をかな塾細かく区分し、たた

　め微視的には鵜れ雛外の見掛け速度も兇桑れる．

貯一（難糠〉
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からのもので，単にその速度麟の向斜構造および起伏に

よつてこのような広範な見掛け速度を持つ走時曲線を構

成レたと推察される．これは2点爆発法では決定しえず，

多、撒爆発による資料から始めて了解し得ることがらであ

る．

　⑥　これを検証するのに，栗原茎）の指摘する梶嗣方向

よ夢測定した同一層の編折走時曲線は，すべて平行曲線

とな塾重ね合すこ鉦がで港る簿。という走時曲線の性質

が利用される．服部慧）は県体的にこれを併行走時差法と

して走時曲線解析に用いている．

　のすなわち，レ慕・難から東ぐW側）へ向かう走

時について，各、薫ごとに登一灘および翌一選を計算し第

魂図L段に走縛差線図とレて○印で示し，同様に醤（蓬

側）へ向かう走時にっいても瓢…鷺およびW一灘を計算

し麟印で示した．この走時差線図をみると，いずれか一

方が慧，驚○戒，憩鰍∀鰍走時となる部分を除ぎ他のす

べての揚合，それぞれの走時藁線は水平な直線とな渉，

走時差が全く一定であることを示Lている．燃れは慧，2

藝（）一2，鵜○翻総鷺を示す走時以外の走時曲線は見掛け速

度のいかにかかわらずすぺて同一屈折層からの走時であ

鵜ことを示銀ている．そしてその速度層は本測線下の基

盤速度層である瀧とが断定される．

　（8）以上のごとがらから，本測線下グ）蓮度分布は

2，2灘一2，菊債慧／鯉層と蕪盤速度層からなる完全な2層

構造であ勢，見掛け速度の変化は基盤速慶層ダ）起伏によ

るものである．と断定することができる．

　紛第8図は第三測線の走き雪紬、i線を，大叢かな傾向の

みを主眼として模式的に示し，それに基づいてきわめて

大まかな地下構造の大勢を模式的に解析したものであ

勢，α）蝋暮）に述べたことがらに従つて矛層なく走時曲線

解釈が成参立つことを検証したものである。

　き　ぐロ

猷ぎ讐
（A3 農ぎ鍵㏄、

雛

　　　　　　　〔蔀／
　　　　　　　　　　　　　　　　7　轡鍵

　　　　　　　／c）

　　　　　　　　劇ω鳶
　　　　　　む　　　　　　　赫夢罷
　　　　　　も　　乱＿＿一講」＿＿」

　　　　　　　　驚　轟　麟

第慧測線（第7図）

第2測線の走時曲線について考察すると次のようであ

る。

（！）輪．レーN奪．旙の間は地形の影響が走時曲線上に

港わめてよく表われている．

鋤　蟹か熱の走時曲線は慧，鰍MV醗鶴および巻，憩0瓢／

S韓の2つの部分からなつてお勢，そ¢）折れ点までの距

離も，第1測線における灘のそれと比較的よく一致して

いる．

　⑥　Vからの走時曲線は，輪濃一N（）澱3間で地形に

従つて凹凸して折れ点は定め難いが，全般に3，800細灘

の速度を示す走時グ）みからな参，窯，麟叡輝織に相当す

　工　　　　藁○　　　　興　　　登奄○　　　　鎚　　　　　磁　鐸0　　　　／鱒　　　　鱒　　　轡

　購、
鑑鱒r

鋸
　」

懸c、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞘、

』☆鉦☆繋』7一華罵1禦

　　　　　　　　　瞥1　　　｛）　　　　　　　　鎚登
　　　L＿」＿＿よ＿＿翫＿＿」．、一

第藝図　　第／測線縷式楚蒋曲線

講一（難癖暮）
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　　　　　　　　L＿、＿i＿＿＿L＿三＿＿し＿．誰

　　　　　講＄麟　　第2測纏横践旗時曲織

る走時は明瞭には得られていない，

（媛）N焦絡一蜘．醸閥で，Vからの走時に明瞭な

A｛瞭羅）嶽鎌が観測された．ン）凶歌鍮を走時曲線上

に画くと2，200剛獣の速度を示しておi），この付近で

¢）班からの驚，黛○○縦鵬鑓と一致している．

⑥　この測線は2点爆発であ夢第烹測線のように走時

差の算出はできないが，以上のことがらから，本測線下

の地下構輩は黛層単斜構造であることが推定される．

⑥第蓋測線と同様に第慧測線について蚤、，模式走時

曲線を作婁，地形の鴎幽を無視L、て模式的に解析し上記

推定に誤摯のないことを確めた．第呂図にこれを示す．

醗　第置測線の解析結墨

　第！測線の解析は主として伊藤が撫当した．

　繭章の基本的な考え方に基づいて第薫測線の走時曲線

を図式解析法で餌析レ，第感図下段に単す解析図を得た．

本地域の地震探査は，先に述ぺたように初勤読取精度が

きわめて高く，か肇速度的には露層構造で比較的単純で

あるため，図式解析の際の地震波伝播経賂による積算走

時と観測走時との誤差を轟μ，00（融導以内平均3バ，○○暮蹴

穣度に焦めることがで紫たので解析結果の精度もきわめ

て向上している．

　解析上最も苦慮した、点は下層の速度決定就関すること

がらである，前章でも述べたが下層を伝播気、て懸た波齢

走時曲線の見掛け速度はかな！）広範な幅を持ち真の速度

は走時曲線上からは直接には定め難い．速度の決定には，

萩原の方法によるγ曲線，あるいは一定条件下におけ

る昇斜降斜の見掛け速度の変化などを参考にした．その

結果下層の速度は4，紛○畷，蟹）○卿朧の範囲である燃と

が推定され，実際の解析計算上は試行誤差法によジ経験

鐙一尺暴蔚〉
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的鰭媛，｛灘0紺4，75（）瓢ノ鋤鳶なるイ直を求めた、，

　第工測線の解析結果は次のようで浅　）．　ぐ惣ド④，⑬

一・は第墨図中鋭）記号を参照．）

（生）速度層は次ぴ）2層に分け敷れる。

　第嵐速度騰灘，2（）1）一2，3嬢）燃、／蹴

　　　　　　姦，ξOQ柵4，驚⇔融〆舘鳶

（2）これらの速度／i．，の地暫的対応は次のよう紅推定さ

れる．

　第！速度層一部を除き瑞浪層群および土岐爽炭層

　第2速度層　基盤花麟岩類

　（3）基盤上限の構造は，局部的小起伏を伴ないながら

大局的には翼瓶照付近および賞孫／近を底部とする2つ

の大きな舟底型構造を示している（⑬，⑯）。　その短深

部における上限深度はそれぞれ駕8憩および蕪6凱であ

る。両舟底型構造の接合部である1耕灘の膨隆部◎におけ

る深度は難撒である，、

　（4〉璽細慧問については，茜半は丘陵地で起伏が多

く，東半一部観測割愛区間があるため，、測線繕央部よ！）

精度は低下するが，大局的にみて，基盤は夏豊へ向かつて

深くなつていることは間違いない．蓋一No。然間ぴは上

層と下層ぴ）境界はかな！）四凸に富んでいるが④，これは

前述の2つの速度層仮定のもとに走時曲線グ率！磁漣解釈

レたもσ）であり，風化層の不規則変化，花醐岩グ）風化な

ど，今回の資料のみでは処理しえない問題など｛）考慮す

れば，地質的境界は解析された速度層境界と／激若干異な

ることも考えられる。

　（5〉叢一凱間は，大局的には基盤はN礁難付近を頂

部とする膨隆構造を示しているが，走時曲線．1ヅ）兇掛け

の速度の局部的変化によ！），大局的膨隆構造に寄生する

小起伏をかな塗明瞭に解析しえ7、．騰れが輪。藤付近

の小規模な闘型◎および輪．75付近の醐型⑪である．

これらの爾欝とも，幅約200難，購みの深さ約蕊mである。

（6）西部舟底構造⑬の東翼については，観測割愛区間

もあ賛，ごれを示す走時曲線上の直接の灘拠は僅かに

臨護5脚50問で亙からの爆発によゼ資糾のみであ勢，し

たが／アぐその鍛底部の位置・？柴度など若干異なること菟、

あ！）うる、ことに東翼部の傾斜，割愛区問の頭側の構造

とのつなが！）など不明な、1、1くが多い．

〈7）東部舟底構造㊦は，西部のそれに較べ，規模も大

きく，爾翼の傾斜も緩やかであ）　本測線下で最も特徴

的な構造である、

（8〉NO謹鍛雇急緯間グ）⑪構造ぴ）東翼傾斜上に若干の凹

部および凸部⑬が晃転ンれるが，この部分も聚落密集地帯

で一部観測割愛区間があi，，これ1・の起伏の信頼度は低

下する“

（9）翫．慧13一鋪0には地表に直接花崩岩類が露出して

いるが，ここも測線西端部と同様に，他の部分・と同じ速

度仮定で走時曲線の凹凸を満足しうる形状を求めた、、し

九がつて第！層の速度は他の蔀分と同じ窯，200凱煙Cで

あるがこの部分のみは花闇岩風化部と見られる部分であ

る心

　（！（））N（》、頂○以東の測線東端部は地表に直接端浪層群

の分布が鳳られ，Wの爆発孔柱状図でも深さξ3Gm葱では

堆積岩類であることが確認されている．走時曲線1“）

讐｛）羅6！以東の叢・蟹からの走時に僅かに監れを示す部

分が鬼られる．したがつて鮮析図上でも輪．i60以東の

第葱層は瑞椴層群の一部である．

　（U〉第3表に花嵐岩1．限について，その地表からの深

度ならびに海抜高度を示す．

凱　第慧測線の解析結果

第2測線の解析は主として平沢が担当した。

第3畿　　第！測線隔mド藁盤深麓表

位 置 翼

地表からα）深麓

　　　　．．＿㎜錘互

海抜　高度
　　　　　（鵜）’

5　　薫o　　欝　　嚢（）　蹴 颯　　難倉　葺 ε○ 鑓 学o 驚　　鴇

1両福・i詞※Fl壷掴蕪1亜i痴
㎜“□㎜「｝□邑

～ 一
… ㎝一｝　　 　一丁｛一由一一㎜丁

岬轡1鵬晒，

8G　L8彰

ま（）§ 鑑oo

解咽崎レ刺§・☆瓠3・i38

＿杢㌧、＿壁．轡L鋸遡』璽塵！璽i凱璽二d』塑、壁璽劃劃璽慶」

腿塑監λ紳☆塑L壁i茸？｝糊』掴☆）1（☆8国

海　抜　1、。導　度

　　　　　（瓢）

　1

4－20、一器野器1一磐i 可露1☆◇岡厨蕨1琢▽「
40一イ§膿）
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第5章に述べた基本的な考え方に基づいて第2測線の

走時曲線を図式解析法で解析し，第7図下段に示す解析

図を得た、解析誤差，第劇鞄）速度決定については第薫

測線の場合と嗣様である．ただ第欝測線については第黛

層ぴ）見掛け速度が，響，慕α矯癩艦と3．800m！灘の2通

9のみであ陰，解析計算に用いた4，§0飯厨灘鷲の速度の

信頼欧および測線下の速度の均一性は第i測線のま麹き、駄

り大である．

　第慧測線の解析結果は次のようである．

の速度膚は次のように分けられ恐．

　　第聴劇竃撫蟹鰯）

　　第2速度層媛，5QO難！織

　鋤　第葱層中罵飯厨繍劇難意NOぼ一滋問の由地にの

み分布レ，い露ゆる風化層であるが，風化層補．匿の資料

を得るための観測を行な濤なかつたので，解析計算上の

推足結果であるが，N｛》憾一膿問は他の部分よ隻）著干風

化層が厚くなぜている．

　（3〉第U，野と第劇韓との境弊はV／ぎ近で深さ約憩騰

で，ほぼ…様な傾斜で覆へ向かつて（すなわち北から南

へ〉深度を増し，灘付近で約／7（）mを示している．本測

線下では第美測線のように，走時曲線．i二に見掛け速度の

局部的変化はみられず（麟めて微視的には幾分賎れ

るが誤差的には無視しうる．）　したがつて速度層境界も

局部的起伏は兇られず，ほぽ一様な傾斜をなしている．

　（4）地質との対応は，第工測線と同様，

　　第儀層（勲，200懲燥⇔　第三系

　　第劉嶽1（護，難ぴ鰍厨S奪の　花嶺岩類（基盤）

と推定してよい．

　（5〉第姦表に花崩岩上限について，その地表からの深

度ならびにその海抜標高を示す．

婁．　第撫第灘講測線の解析結果の総犠

第レ第雲両測線の解析結果を取彊藷めると次のよ

うである．

α）本調査地域の速度層としては

　第工速度層窯，20Q～2，300鞠擁む

　第黛速度層4，灘）一感，黙飯黛ノ縦

の韓籔から構成されてお！），一部表麟療たは風化層を除

き第／速度膚よ則氏速度の層は認められず，蜜た第三速

度1藝と第2速度膚の中問層のような存在も認めら・れなか

（偽　これら4）速度層と地質との対応は次のぶうに推定

され馨、

　第！速度層　第三系瑞浪層群および土岐爽炭麟

　第黛速度麟　花崩岩類（基盤岩類ラ

紛　先に述べたよらに走時曲線上ぴ）見掛けダ）速度とし

ては7，難00m／蝋程度を示す部分も得られているが，こ

れらはすべて第2速度麟の領斜による晃掛け速度と解釈

して矛層なく解析し得，これよ診速い速度層を想定させ

る走時曲線は畿つたくないので，第黛速度麟で表わ藤れ

る基盤花巌岩類は少なくとも煎）謙以上の厚さを持つも

¢）と推定され，レか量、その速度も比較的均一であt），人

形峠周辺地域に見られるような顕著な風化場象は考えら

れ．ない、

　縫〉基盤岩類ヴ）形成する地下構造は，第激測線下につ

いては叢および薫付近を底部とする黛つの舟底型構造を

なL，中央部で膨隆を示している。かつ第驚測線の資料

から羅付近の構造は北／こは単傾斜（約群）で浅くなり南

に深くなつてい為．

　⑥　絢測線において第烹速度層および第濤速度層の示

す速度がそれぞれ若干異なつているが，第驚速度層につ

いては速度決定についてふれたが，各測線ごとに試行誤

差的に求めたので若干の差異が生じたものである．この

差は§駕程度であ！り，これをもつて測定方向による速度

差を論ずることはできない．むレろ従来の経験からはこ

の裾度の差異は誤差撚、て無視しても差支えない．

　第儀層については簸付近で両測線で欝然程度の誤差で

ある．しかし第葱測線のみについてみると鷺付近で

2，300瑚繍礁程度を示しているようであ愚．すなわち第

i測線歓おける第烹速度層は繭鵜多少速度を増してい

る．解析計算ではす障碍，蜘癖罐劇撒癒．

嚢．　基盤の地下等高線麟

第！・第2測線の資料および本所試錐課によつて行な

われた野土岐葱号あドニ髄叢黛号」両試錐井紛資料か鄭欝

第塵表 第勲測線下基盤深度表

碍㎜湿諜＝薔「マ拶岡敏＝

颪あ癖賑☆下蕊…一㎜

蔽藻マ司三爾岡可婦1

　　　i隔皿｛丁
瓢　　馨S　l曝
　　　｝

砺擁雇「司『頭詞1＝両
　／　　　　　　　　　　　l　　　亭　　　i　　　l　　　l

爆レー（難鱒）
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　l

　　l
“「㎜『『

ギ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’キ綱驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園溺爵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．＿1醜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲．．．艦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／ぎ一轟㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌鴎■／＿＿、＼

鞘騒鐵

蚕齢購　　　　　　　鱒　　　　　　　　 ．㈱撒
油包＿、一＿＿轟、＿轟、、、＿“＿臓無一一ふ・｛謡

戯騰繰蕊績果によ態駿盤、ヒ隈臨下等高線纒

覇ごとの基盤の地下等嵩線を描き，第嚢図に紫した．本

図は測線密度が少ないので測線付近以外は寒つたく推定

にすぎないが，多くの問題を示唆するようである．すな

わち，

　α）　r二蓬二岐蓋号」の結果は第2測線と比較的よぐ一敷

している．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　鋤　　ギ土岐2号」の結果と第注澗線藁・懲間の膨隆部

との関連において，第亙測線の膨隆部では6伽慧，2号井

では難瓢を示しているが，こ勲，に基づいて推定された等

高線は周鰯の等高線に較調ると不自然な馨高線を示して

いる。これはあるいは測線下の膨隆部が独立性のものいξ

あ夢，等高線も閉塞性のものであるとの推定も可能であ

る．

　（3〉叢付近の谷状等高線においズ東西方向の等高線は

きわめて密であるが，嬬の等高線の南北方向への資料が

窯つたくなく，あるいは第驚測線付近と同様，かなり奥

行の深い谷である可能性もある．

　（・隻）胤のように考えると，難および遡付近の比較的大

轡な谷紅峡麟れた尾根の部分の構造は，先轍述ぺた第i

測線下の膨隆部や2号井ともあわせ考えると大変興味あ

る鵜とがらであろう．

　（講第慧測線と第葱測線の簸以東の関係においても，

特に第茎測線の獅誼辮細臨ほ60闘は直接基盤が露出

していることもあ9，

い碧

どσ）ような等高線となるか興妹深

欝．難煮探螢結果との比較

　第ユ測線のN轍礁淘鋤6問で電気探査が，物理探査部

武層らによつて行なわれた．詳細は同報告に述べられ導

が，地震探査結果ときわめてよく一致した結果が得られ

ている．

　電気探査は直流法による垂直探査が実施され，測点は

N魯・硲一欝∈1に至る鵠点，電極閥隔は最大鰍）撒ま1で測

定された。

　結果は黛・3の異なつた仮定で計算されたが，横比抵

抗値を沁蕪と仮定tノ縦電導度分布から解析された結果

が，地震探査結果と懸わめてよく一致している．第鱒図

に両探査結果の比較を示す．同図Aは2層標準曲線によ

つて解析された電気探蕊結果，同図翌鑑は横比抵抗値を鱒

誕聴仮定して縦電導度分布から解析された電気探査結果

とを，それぞれ地震探査結果と比較したものであ愚．間

図Aにおいては，深度に若干の差異が見られるが基盤の

形状はほぽ相似を示し，同図馨では深度の点でもきわめ

て良く一致している．丸、かしN甑憩○付近では地震探査

結果では比較的平坦な構造を示しているのに電気探査結

果にかな勢の題蓬凸が見られているごとなど，濠だ若干の

燃《難憩）
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．曝灘

検討の余地があるようであ嶺．

　両傑査法は取1）扱う物理量が異な！り，従来は傾向的一

致の例はみられても，このような一致を示した事例はな

かったので，本地城における例は注醸に値じ，震た今後

の物理櫟査技術の発展に寄与するものと思ら．これに関

する詳細は別に報告される予定である。

鷺．東濃地城の地震探沓の今後の悶縢

東濃地城におけるウラン鉱床探査に関連する地震探査

として，昭和38年度は二1二岐市北方地区において実施し，

以上に述べた成果をうるこ菰ができた．

　本地域の地震探査は，現地作業上は飽地域に較べ火薬

のききが非常に良く，記録上の初動精度も良好である．

また，地震探査の適応性款しても，速度的には窯層構造

であ勢上層と下層の速度比が顕著である．人形峠にみら

れたような花嶽岩の風化による速度の複雑化もみられな

い．そのうえ本年度実施地域は地形もおおむね平坦で，

地震探査実施上絶好の条件を備えている．レたがつて解

析結果もきわめて精度よく計算された．

　しかしながら本年度の結果のみでは調査地域全般の蕪

盤構造を掌握す燐に至らず，測線の追加設定の必要雛が

痛感される．幸い，．上記のように地震探査技術Lの条件

は人形峠地城に較べてきわめて良好であi），基盤地下等

高線の完成も比較的容易であろう．一方本地域は前述の

ように，聚落・産業・交通が発遠しそのため探査実施上

の入工的悪条件がないわけではない．鉱れ1》の条件を考

慮し探査地域を国鉄中央本線北側地城鶴限聾さらに南北

方晦の測線を藁～菖測線象鷹加設定レて，この調査地域のド

地下構造を掌握する資料を得たいと鷺えている．その結

果は本地城の！ンラン鉱床探査に有力な資料となるであろ

うことを確イ欝する．

　東濃地域全域についてみれば，土岐海北方の！〉ラン鉱

床発晃を契期として，東方の瑞浪市明世・和合，北方の

瑞浪市響吉・平鰻および御嵩町樋ケ洞・謡坂など数カ所

に嘗ラン異常地が相ついで発晃されてゼる、ζれらはい

ずれも地下水型鉱床とみられるが，東濃地域融ウラン鉱

床には人形峠にみられるような花騰岩の構造規制の法測

性は嶽だ確立されていない．したがつて広義の基盤構造

礁一（灘勢
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の探査は別として，狭義の基盤探査すなわちチヤンネル

構造探査は必ずしも必要条件とはなつていない。しかレ

広義の基盤構造グ）搾査に隈つても》その結果は地質構造

の解明に寄与するとこるは大蓉いものと思う．そのよう

蹴兇地から東濃地城全城については，目的を基盤探査に

しぼつて地質構造解明に地震探査を必要とされる区域に

重点的に実施するこ、祉が望ましい．これらの重点地域は

地質鉱床調査の進行に伴なつて呈上されることであろう．

　ウラン鉱床の地震探査技術上の問題点として，ノ、形峠

および倉吉周辺地域の探査脚碁〉で，

　　①　地形および低速度層の問題

　　②花崩岩の風化の問題

　　③　火山岩類の被覆グ）問題

が探査上の障害となつていることを述べた．これらの周

題はウラン鉱床のみならず，どの地下資源を対象とする

探査にも共通する問題であるが，特にウラン鉱床地帯に

は一般に切9離せないことがらである．しかし幸い，本

地域は一般に②，③の問題は考えなくてもよさそうであ

る．本地城では醜質構造グ）解明のほかに技術的には①の

問題についても凄）わせて研究を進めたい考えである．

　　　　　　　　　　　　　（購稲3鮪雛罵≧月調査）
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